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施政方針 施政方針
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市長の施政方針市長の施政方針

会  派   か  ら会  派   か  ら
市長に   質問市長に   質問！！

　第１回定例会で、小谷野剛市長が　第１回定例会で、小谷野剛市長が
平成31年度の市政を運営していくた平成31年度の市政を運営していくた
めの、基本的な考え方と重点施策のめの、基本的な考え方と重点施策の
概要を述べ、各会派の代表がそれぞ概要を述べ、各会派の代表がそれぞ
れ質問を行いました。れ質問を行いました。
　ここでは、各会派の質問と市長の　ここでは、各会派の質問と市長の
答弁から、要旨を体系に沿ってお知答弁から、要旨を体系に沿ってお知
らせします。らせします。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
の
パ
ソ
コ

ン
20
台
を
軽
量
タ
イ
プ
の
パ
ソ

コ
ン
40
台
と
入
れ
替
え
し
、31

年
度
は
中
学
校
で
実
施
す
る
。

　

今
後
、各
校
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

を
導
入
す
る
た
め
の
調
査
設
計

を
行
い
、学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の

整
備
を
加
速
し
て
い
く
。

望
月　

要
保
護
児
童
対
策
に
お

い
て
、関
係
機
関
と
情
報
共
有

を
行
い
、悲
惨
な
事
件
の
防
止

に
取
り
組
む
と
あ
る
。他
市
で

は
、共
有
す
る
個
人
情
報
を
開

示
し
て
し
ま
っ
た
事
例
が
あ
る

が
、本
市
の
対
応
は
。

市
長　

相
談
内
容
を
含
め
共
有

す
る
情
報
は
個
人
情
報
で
あ

若
い
世
代
を
増
や
す

加
賀
谷　

新
た
な
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
で
重
点
的

に
取
り
組
む
内
容
は
。

市
長　

子
育
て
世
代
を
対
象
に

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

参
考
に
、子
ど
も
・
子
育
て
会
議

で
内
容
を
決
定
し
て
い
く
。特

に
、待
機
児
童
の
解
消
に
向
け

て
の
取
り
組
み
や
児
童
虐
待
防

止
の
た
め
の
支
援
体
制
の
充
実

に
重
点
を
お
く
。

土
方　

平
成
29
年
の
文
部
科

学
省
の
調
査
で
、狭
山
市
は
、

教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
１

台
当
た
り
の
児
童
生
徒
数
が

１
千
８
１
７
団
体
中
、ワ
ー
ス

ト
２
位
で
あ
っ
た
。学
校
Ｉ
Ｃ

Ｔ
環
境
の
整
備
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
計
画
は
。

市
長　

30
年
度
は
、小
学
校
の

望
月　

政
府
は
増
税
の
緩
和
対

策
と
し
て
、税
収
よ
り
も
多
額

の
費
用
を
使
い
、プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
な
ど
を
発
表
し
て
い

る
。自
治
体
の
事
務
負
担
も
大

き
い
こ
と
か
ら
、狭
山
市
と
し

て
も
国
に
声
を
上
げ
る
べ
き
と

考
え
る
が
、見
解
は
。

市
長　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に

伴
う
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事

業
は
、低
所
得
者
や
子
育
て
世

帯
の
消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩

和
す
る
と
と
も
に
、地
域
に
お

け
る
消
費
を
喚
起
し
、下
支
え

す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
を
予

定
す
る
も
の
で
あ
り
、事
業
の

適
切
な
実
施
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
く
。

田
村　

狭
山
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
伴
走
型

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

業
務
と
し
て
見
込
ま
れ
る
、具

体
的
な
支
援
内
容
と
専
門
相
談

員
の
経
歴
は
。

楽楽楽楽楽楽楽
し
め
る
健
康
高
齢
社
会
をををををを

加
賀
谷　

地
域
公
共
交
通
会
議

の
充
実
と
検
討
を
よ
り
加
速
化

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、見
解
は
。

市
長　

こ
れ
ま
で
地
域
公
共
交

通
会
議
で
は
、公
共
交
通
の
現

状
や
課
題
に
つ
い
て
共
通
認
識

を
図
る
と
と
も
に
、茶
の
花
号

の
運
行
ル
ー
ト
な
ど
の
見
直
し

を
行
っ
て
き
た
。今
後
も
継
続

的
に
会
議
を
開
催
し
、地
域
事

情
を
踏
ま
え
た
新
た
な
交
通
手

段
の
あ
り
方
な
ど
具
体
的
な
協

議
を
進
め
て
い
く
。

市
長　

中
小
企
業
の
経
営
者
や

創
業
希
望
者
に
、企
業
の
稼
ぐ

力
を
向
上
す
る
た
め
に
、１
回

60
分
の
無
料
の
経
営
相
談
を
実

施
す
る
。セ
ン
タ
ー
長
の
専
門

相
談
員
は
、マ
ス
コ
ミ
業
界
で

の
勤
務
経
験
や
経
営
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
ほ
か
、新
規
事
業
の

創
出
支
援
や
中
小
企
業
や
起
業

者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
経
験
も
豊

富
な
方
で
あ
る
。

中
村　

市
民
が
も
っ
と
狭
山
茶

に
対
し
関
心
を
持
ち
、理
解
を

深
め
て
、狭
山
茶
の
伝
統
文
化

を
知
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
戦
略
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

市
長　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え

た
こ
の
時
期
を
文
化
振
興
の
絶

好
の
機
会
と
捉
え
て
い
る
。さ

や
ま
大
茶
会
に
加
え
、市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
て
、

茶
道
体
験
会
を
新
た
に
開
催
す

る
。ま
た
、小
学
５
年
生
の
総
合

的
な
学
習
や
家
庭
科
で
、お
茶

の
淹い

れ
方
や
歴
史
を
学
び
、子

供
の
頃
か
ら
狭
山
茶
に
親
し
む

機
会
を
設
け
て
い
る
。

り
、そ
の
内
容
を
開
示
す
る
こ

と
は
な
い
。

ままままままま
ち
と
産
業
に
活
力
ををををを

 

町
田　

入
曽
駅
周
辺
整
備
事
業

の
進
捗
に
合
わ
せ
た
市
民
へ
の

説
明
の
時
期
は
。

市
長　

土
地
区
画
整
理
事
業
の

事
業
認
可
や
駅
舎
整
備
の
詳
細

な
計
画
を
示
せ
る
段
階
な
ど
、

事
業
の
節
目
に
実
施
す
る
。

市市市市市市市市
政
運
営
を
み
ん
な
の
力
でででででで

田
村　

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
広
く
市
民
に
浸
透
さ
せ
る

た
め
の
方
策
と
、実
効
性
の
あ
る

も
の
に
す
る
仕
組
み
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
を
考
え
る
の
か
。

市
長　

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
条
例
の
内
容
を
説
明

し
、市
民
と
市
が
情
報
を
共
有

す
る
場
を
積
極
的
に
設
け
、継

続
的
に
啓
発
に
取
り
組
む
。　

　

ま
た
、実
効
性
の
あ
る
仕
組

み
に
つ
い
て
は
、人
材
や
活
動

拠
点
、資
金
な
ど
に
関
す
る
情

報
を
一
元
化
し
、必
要
な
情
報

を
提
供
す
る
こ
と
で
、市
民
協

働
が
拡
大
し
て
い
く
も
の
と
考

え
て
い
る
。

中
村　

人
権
尊
重
意
識
の
高
揚

の
方
策
を
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

多
様
性
を
互
い
が
認
め

合
い
、尊
重
し
合
え
る
社
会
的

包
摂
の
実
現
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

あ
ら
ゆ
る
人
権
が
守
ら
れ
る
持

続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
」と
い
う
理
念
も

踏
ま
え
な
が
ら
、引
き
続
き
啓
発

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

予予
算
概
要

町
田　

31
年
度
の
予
算
案
を

「
名
実
と
も
に
次
の
時
代
へ
の

架
け
橋
と
な
る
も
の
」と
あ
る

が
、他
年
度
と
の
違
い
は
。

市
長　

各
年
度
の
予
算
は
事
業

の
進
捗
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て

毎
年
最
適
な
編
成
に
努
め
て
い

る
。特
に
、31
年
度
に
つ
い
て

は
、公
共
施
設
の
再
編
計
画
に

基
づ
く
事
業
や
、都
市
基
盤
整

備
事
業
な
ど
優
先
的
な
事
業
に

つ
い
て
は
先
送
り
せ
ず
、重
点

的
に
予
算
配
分
し
た
。

結
び
に

土
方　
「
今
年
は
平
成
と
新
時
代

を
つ
な
ぐ
１
年
と
な
る
」と
の
こ

と
だ
が
、そ
う
し
た
時
代
の
変
わ

り
目
で
あ
っ
て
も
、政
治
の
安
定

と
市
民
福
祉
の
安
定
は
変
え
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。今
後
の

市
政
運
営
に
あ
た
り
、市
長
の
所

信
は
。

市
長　

狭
山
市
は
多
く
の
先
人

の
努
力
の
積
み
重
ね
に
よ
り
発

展
し
て
き
た
。今
も
多
く
の
市

民
が
地
域
を
よ
く
す
る
た
め
に

活
躍
を
さ
れ
て
い
る
。こ
う
し

た
市
民
の
力
を
次
の
時
代
へ
つ

な
い
で
い
く
こ
と
で
、安
定
が

確
保
さ
れ
、こ
れ
が
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
。新
時
代
に
待
ち
受
け

る
課
題
は
山
積
し
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
力
を
狭
山
市
は
持
っ
て
い

る
。そ
の
力
を
次
の
時
代
へ
つ

な
ぎ
、ま
ち
の
活
力
が
持
続
さ

れ
て
い
く
よ
う
引
き
続
き
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
。

※元号表記については発言当時の元号を使用しています。

考
え
る
が
見
解
は

健康、福祉政策の
充実をのぞむ

市長公約の達成
度合いを問う

市民福祉の安定と
学校教育の充実

狭山市の産業に活
力を

めざせ！！市民福
祉の更なる向上

一人ひとりを大
切にする市政
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議案質疑 議案質疑
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主
な
議
案
審
議

◆
埼
玉
県
西
部
地
域
ま
ち
づ
く
り

　

協
議
会
構
成
市
に
よ
る
公
の
施

　

設
の
相
互
利
用
の
た
め
の
関
係

　

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

日
高
市
の
加
入
に
伴
い
、公

の
施
設
の
相
互
利
用
に
関

し
、関
係
条
例
を
改
正
す
る

も
の

Ｑ　

加
入
の
経
緯
は
。

Ａ　

消
防
組
合
や
斎
場
組
合
な

ど
、既
に
連
携
し
な
が
ら
事
業

に
取
り
組
ん
で
お
り
、生
活
圏

域
と
し
て
つ
な
が
り
も
強
く
、

協
議
会
の
機
能
拡
充
に
資
す
る

も
の
が
あ
る
と
の
見
解
か
ら
、

加
入
が
承
認
さ
れ
た
。

下
水
道
使
用
料
改
定
で
年
間

２
千
３
３
４
円
の
増
加
、31
年

10
月
か
ら
の
消
費
税
率
な
ど
の

改
定
で
年
間
１
千
２
２
４
円
の

増
加
と
な
る
。

◆
財
産
の
無
償
譲
渡

旧
入
曽
幼
稚
園
園
舎
な
ど
を

無
償
譲
渡
す
る
も
の

Ｑ　

な
ぜ
無
償
譲
渡
な
の
か
。

Ａ　

市
の
所
有
で
は
対
象
と
な

ら
な
か
っ
た
施
設
改
修
費
に
国

な
ど
の
補
助
制
度
が
活
用
で

き
、法
人
の
運
営
方
針
に
沿
っ

た
施
設
改
修
が
容
易
と
な
る
。

ま
た
、旧
入
曽
幼
稚
園
跡
利
用

と
し
て
、法
人
負
担
に
よ
り
大

規
模
改
修
を
実
施
し
、保
育
所

と
し
て
運
営
し
て
お
り
、施
設

の
有
効
活
用
と
待
機
児
童
対
策

に
も
寄
与
し
て
い
る
た
め
。

◆
30
年
度
狭
山
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
５
号
）

Ｑ　

障
害
者
自
立
支
援
・
障
害

児
通
所
等
給
付
事
業
費
の
増
額

補
正
の
理
由
は
。

Ａ　

重
度
訪
問
介
護
サ
ー
ビ

ス
、共
同
生
活
援
助
、放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
人

数
や
利
用
時
間
数
が
当
初
の
見

込
み
よ
り
増
加
し
た
た
め
で
あ

る
。障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
広

く
周
知
さ
れ
た
こ
と
や
、サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
が
充
実
し
た
こ

と
が
背
景
に
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

平
成
31
年
度
予
算

◆
一
般
会
計

歳
入
歳
出

４
６
６
億
３
千
８
０
０
万
円

Ｑ　

個
人
市
民
税
が
前
年
度
に

比
べ
て
減
額
の
理
由
は
。

Ａ　

滞
納
繰
越
分
に
つ
い
て
、

徴
税
吏
員
に
指
導
・
助
言
を
行

う
市
税
等
徴
収
指
導
員
の
配
置

な
ど
、徴
収
体
制
を
整
備
し
、積

極
的
に
滞
納
整
理
を
進
め
た
こ

と
に
よ
り
、収
入
未
済
額
が
大

幅
に
減
少
し
て
お
り
、前
年
度

予
算
と
の
比
較
で
減
額
と
見
込

ん
で
計
上
し
た
結
果
、全
体
と

し
て
減
額
と
な
っ
た
も
の
。

Ｑ　

情
報
政
策
官
を
再
び
置
く

財
）日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会

な
ど
へ
の
負
担
金
で
あ
る
。

Ｑ　

不
育
症
検
査
費
の
助
成
金

額
と
対
象
者
数
は
。

Ａ　

夫
婦
に
つ
き
１
回
に
限
り

２
万
円
を
上
限
に
助
成
す
る
。

検
査
開
始
時
の
妻
の
年
齢
が
43

歳
未
満
で
、２
回
以
上
の
流
産
・

死
産
あ
る
い
は
早
期
新
生
児
死

亡
の
既
往
が
あ
る
場
合
、ま
た

は
医
師
か
ら
不
育
症
と
の
診
断

が
あ
る
場
合
が
対
象
と
な
る
。

申
請
に
至
る
対
象
者
数
は
、県

で
の
試
算
を
参
考
に
５
人
を
見

込
ん
で
い
る
。

Ｑ　

虐
待
を
疑
わ
れ
る
児
童
・

生
徒
ま
た
は
長
期
欠
席
傾
向
の

児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
、学
校
で

は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
る

の
か
。

Ａ　

虐
待
を
疑
わ
れ
る
児
童
・

生
徒
へ
の
対
応
は
、生
活
習
慣

の
乱
れ
や
、電
話
連
絡
や
家
庭

訪
問
を
避
け
る
と
い
っ
た
異
変

を
感
じ
た
際
に
は
、関
係
機
関

理
由
は
。

Ａ　

情
報
化
に
関
す
る
専
門
的

な
識
見
を
活
用
し
て
電
子
自
治

体
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み

の
充
実
を
図
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
。

Ｑ　

入
曽
駅
橋
上
駅
舎
の
市
と

鉄
道
事
業
者
の
負
担
割
合
は
。

Ａ　

請
願
駅
と
い
う
考
え
方
を

基
本
に
市
が
負
担
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
が
、詳
細
な
内
訳

は
、現
在
鉄
道
事
業
者
と
協
議

し
て
い
る
。

Ｑ　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
事
業
費
で
額

が
大
き
い
消
耗
品
費
や
印
刷
製

本
費
、委
託
料
な
ど
の
使
途
は
。

Ａ　

大
会
機
運
の
醸
成
を
目
的

と
し
て
、狭
山
市
駅
と
稲
荷
山
公

園
駅
周
辺
に
設
置
す
る
横
断
幕

や
の
ぼ
り
な
ど
の
費
用
、イ
ベ
ン

ト
周
知
の
チ
ラ
シ
や
本
市
を
Ｐ

Ｒ
す
る
冊
子
の
作
成
費
用
、開
催

１
年
前
を
契
機
と
し
た
機
運
醸

成
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
実
施
に
係

る
費
用
、公
立
小・
中
学
校
で
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

教
育
を
実
施
す
る
た
め
の（
公

◆
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

新
た
に
設
置
す
る
学
校
運
営

協
議
会
の
委
員
の
報
酬
の
額

を
定
め
る
も
の

Ｑ　

学
校
運
営
協
議
会
の
設
置

目
的
は
。

Ａ　

学
校
と
地
域
住
民
な
ど

が
、目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有

し
、地
域
の
声
を
学
校
運
営
に

積
極
的
に
生
か
し
、力
を
合
わ

せ
て
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
。

Ｑ　

同
協
議
会
の
設
置
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
。

Ａ　

保
護
者
や
地
域
住
民
な
ど

も
教
育
の
当
事
者
と
な
る
こ
と

で
、積
極
的
に
子
ど
も
へ
の
教

育
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

◆
水
道
事
業
給
水
条
例
及
び
下　

水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す　

る
条
例

水
道
料
金
、公
共
下
水
道
の

使
用
料
な
ど
に
転
嫁
す
る
消

費
税
を
改
め
る
も
の

Ｑ　

水
道
と
下
水
道
の
料
金
に

つ
い
て
、一
般
家
庭
に
お
け
る

具
体
的
な
影
響
額
は
。

Ａ　

夫
婦
と
子
ど
も
２
人
の
４

人
家
庭
で
、水
道
の
口
径
が
20

ミ
リ
、２
カ
月
当
た
り
50
立
方

メ
ー
ト
ル
を
利
用
す
る
場
合
の

影
響
額
は
、平
成
31
年
４
月
の

と
密
に
連
絡
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、長
期
欠
席
傾
向
の
児
童
・

生
徒
へ
の
対
応
は
、保
護
者
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
本
人
の

状
況
を
把
握
し
、関
係
を
絶
た

な
い
工
夫
を
す
る
と
と
も
に
、

校
内
の
生
徒
指
導
委
員
会
な
ど

で
、情
報
を
共
有
し
た
り
対
応

策
を
考
え
た
上
で
組
織
的
な
対

応
に
努
め
て
い
る
。

◆
介
護
保
険
特
別
会
計

Ｑ　

入
曽
・
水
野
圏
域
及
び
柏

原
・
水
富
圏
域
を
分
割
し
て
そ

れ
ぞ
れ
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
を
増
設
す
る
こ
と
に
な
る

が
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
人
口

の
状
況
、分
割
の
時
期
は
。

Ａ　

30
年
11
月
１
日
現
在

で
、
各
圏
域
内
の
高
齢
者

人
口
は
、
入
曽
圏
域
が
約

６
千
１
０
０
人
、水
野
圏
域
が

約
５
千
６
０
０
人
、柏
原
圏
域

が
約
４
千
人
、水
富
圏
域
が
約

６
千
５
０
０
人
と
な
る
。

　

31
年
度
中
の
分
割
を
目
途
と

し
て
、あ
る
程
度
柔
軟
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

日高市文化体育館

高麗郷古民家

３月定例会
２月20日～３月14日

　

第
１
回
定
例
会
で
は
、「
平
成
31
年
度
予
算
」や「
埼
玉
県
西
部
地
域
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
構
成
市
に
よ
る
公
の
施
設
の
相
互
利
用
の
た
め
の
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
」な
ど
、35
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。議
長
を
除
く

21
人
の
議
員
で
採
決
し
た
結
果
、原
案
の
と
お
り
同
意
・
可
決
し
ま
し
た
。

日
高
市
と
の
公
の
施
設
の
相
互
利
用
が
開
始

日
高
市
と
の
公
の
施
設
の
相
互
利
用
が
開
始



常任委員会 討論・採決結果

（ 7 ） （ 6 ）

賛成討論（要旨）
　将来に向け次の世代を担う子どもたちへ、
ツケを回さないという市長の強い決意が感じ
られる予算編成となっている。
　重点施策の更なる促進を要望する。▲

学童保育室の整備などの強化 

▲

狭山工業
団地拡張地区基盤整備事業の推進や、狭山市
ビジネスサポートセンターの業務開始など産
業に活力を 

▲

里芋等選果施設導入や狭山茶
の積極的ＰＲによる狭山ブランドの拡充 

▲

入曽駅周辺の土地区画整理事業の推進と周辺
道路の整備 

▲

健康マイレージ事業で健康意
識の高揚 

▲

茶の花号など公共交通の利便性
向上 

▲

協働によるまちづくり条例による魅
力あふれる狭山市づくり 

▲

入曽地区地域交
流施設（仮称）の施設整備の着実な進展

反対討論（要旨）
　景気動向も下方修正される中、市民の暮ら
しに寄り添った市政運営のため、改善を望む。
▶基地交付金やマイナンバーカードの在り方
など市民の立場から国へ意見を ▶待機児童
の解消に向け、余裕のある定員計画を ▶サピ
オ稲荷山は公の施設として存続を ▶東中学
校跡地への企業・工場の立地については再考
を ▶公民館は公民館のまま存続、活用を ▶
計画中の「子育て拠点」は、水野児童館、水野保
育所の移転を前提としないこと ▶入曽駅周
辺整備事業は、地域住民の意見を十分反映さ
せた計画に ▶茶の花号のさらなるルート拡
大を ▶商工分野の補助金の在り方の精査を 
▶奨学金の要件を撤廃し、希望するすべての
子どもたちに給付を

平成31年第１回定例会では、市長提出議案35議案を審議し、採決の結果、
すべて同意・可決しました。

◆全員が賛成した議案
市長提出議案／人事固定資産評価審査委員会委員の選任（室岡和俊氏）、人権擁護委員候補者の推薦（磯部靜夫氏）  条例
の制定職員の配偶者同行休業に関する条例 条例の廃止改正狭山都市計画事業狭山市駅東口土地区画整理事業特別会計
条例 条例の一部改正特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例、家庭的保育事業等の設備及び運
営に関する基準を定める条例、廃棄物の処理及び再利用に関する条例、工場立地法地域準則条例、地区計画区域内におけ
る建築物等の制限に関する条例、狭山都市計画事業狭山市駅東口土地区画整理事業施行に関する条例、布設工事監督者
が監督業務を行う水道の布設工事及び布設工事監督者の資格並びに水道技術管理者の資格を定める条例、一般職の職員
の給与に関する条例 補正予算一般会計（第6号） 特別会計補正予算国民健康保険（第2号）、介護保険（第2号）、後期高齢者
医療（第2号） 企業会計補正予算水道事業（第1号）、下水道事業（第1号） 特別会計予算国民健康保険、介護保険、後期高齢者
医療 その他財産の無償譲渡、市道路線（認定4件）

総
務
経
済
委
員
会

◆
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

Ｑ　

財
産
収
入
に
つ
い
て
、市
有
土
地
売
り
払

い
収
入
が
２
億
６
千
８
０
０
万
円
あ
る
が
、売

り
払
う
予
定
の
主
な
土
地
は
ど
こ
か
。

Ａ　

狭
山
市
駅
東
口
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ

っ
て
換
地
さ
れ
た
祇
園
地
内
の
土
地
２
カ
所

と
、鵜
ノ
木
地
内
の
市
営
住
宅
鵜
ノ
木
団
地
跡

地
の
１
カ
所
、全
体
で
約
２
千
８
８
０
平
方
メ

ー
ト
ル
の
売
り
払
い
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ　

埼
玉
県
西
部
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
推
進

事
業
費
に
つ
い
て
、ダ
イ
ア
プ
ラ
ン
で
新
年
度

に
検
討
す
る
課
題
・
テ
ー
マ
は
何
か
。

Ａ　

ダ
イ
ア
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、清
掃
、図
書

館
、地
域
情
報
化
、男
女
共
同
参
画
、広
域
行
政

研
究
、環
境
、観
光
、公
共
交
通
の
８
分
野
に
分

か
れ
、そ
れ
ぞ
れ
目
的
や
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
毎

年
研
究
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

日
高
市
が
４
月
１
日
か
ら
加
入

す
る
と
い
う
背
景
が
あ
り
、新

た
な
事
業
の
展
開
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。

◆
意
見

　

市
民
か
ら
見
て
、協
議
の
成

果
が
わ
か
る
よ
う
ぜ
ひ
形
に
し

て
も
ら
い
た
い
。

文
教
厚
生
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

◆
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

Ｑ　

ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
（
サ
ピ
オ
稲
荷

山
）の
施
設
管
理
運
営
調
査
委
託
料
の
具
体
的

な
中
身
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ　

引
き
続
き
、マ
ー
ケ
ッ
ト

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
を
行

い
、そ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え

民
間
事
業
者
の
募
集
要
項
の

作
成
か
ら
、公
募
な
ど
へ
の
支

援
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ　

い
じ
め
問
題
審
議
調
査
委
員
会
の
平
成
30

年
度
の
開
催
実
績
と
内
容
、31
年
度
の
計
画
は
。

Ａ　

現
在
１
回
開
催
し
て
お
り
、も
う
一
度
開

催
す
る
予
定
が
あ
り
２
回
開
催
と
な
る
。ま
た
、

31
年
度
も
２
回
の
開
催
を
計
画
し
て
い
る
。

Ｑ　

Ａ
Ｌ
Ｔ
語
学
指
導
助
手
の
人
数
は
足
り
て

い
る
の
か
。

Ａ　

市
独
自
で
各
中
学
校
に
１
校
に
１
人
Ａ
Ｌ

Ｔ
を
配
置
し
て
い
る
こ
と
は
十
分
な
数
で
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。

◆
意
見

　

標
榜
し
て
い
る「
学
力
日
本
一
」を
達
成
す
る

た
め
に
も
、今
以
上
の
手
厚
い
配
置
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

◆
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

Ｑ　

稲
荷
山
環
境
セ
ン
タ
ー
の
施
設
整
備
計
画

基
礎
調
査
業
務
委
託
料
の
内
容
は
。

Ａ　

基
礎
調
査
の
完
了
を
来
年
度
１
月
末
に
予

定
。焼
却
炉
の
入
れ
替
え
な
ど
に
よ
る
大
規
模

改
修
や
、バ
イ
オ
発
電
な
ど
の
ご
み
処
理
方
法

な
ど
、様
々
な
選
択
肢
の
中
か
ら
今
後
の
在
り

方
を
検
討
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
作
成
す
る

も
の
で
あ
る
。

Ｑ　

新
た
に
１
月
の
市
営
住
宅
入
居
者
の
追
加

募
集
を
行
っ
た
が
、平
成
31
年
度
は
。

Ａ　

今
回
、想
定
以
上
の
申
し
込
み
が
あ
り
、引

き
続
き
、最
低
限
、年
２
回
、募
集
は
進
め
た
い
。

◆
空
き
家
対
策
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

【
所
管
事
務
調
査
】

Ｑ　

空
き
家
に
つ
い
て
の
考
え
方
や
、利
活
用

に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

Ａ　

空
き
家
は
、所
有
者
が
適
正
に
管
理
す
る

こ
と
が
基
本
で
あ
る
。築
25
年
以
上
の
木
造
空

き
家
で
、耐
震
基
準
に
満
た
な

い
も
の
は
除
却
し
、新
た
な
住

宅
の
土
地
と
し
て
供
給
す
る
こ

と
が
空
き
家
を
生
ま
な
い
対
策

と
考
え
る
。　

　３月定例会の常任委員会で審査した議案や所管事務調査などの中から、その
概要をお知らせします。

常任委員会からの活動報告

◆賛否が分かれた議案　　　　　　　○…賛成、×…反対、退…退席、討…討論者、議長は採決には参加しません
議
案
番
号

会派名
議員名

 議案名

創政会 公明党 創造 日本共産党新政みらいはつらつ狭山 無所属

千
葉
笹
本
三
浦
田
村
新
良
綿
貫
加
賀
谷
齋
藤
磯
野
西
塚
金
子
矢
馳
町
田
望
月
大
沢
猪
股
土
方
内
藤
中
村
大
島
太
田
高
橋

1 教育委員会教育長の任命 ○ ○ ○ ○

議

長 

○ ○ ○ ○ 退 退 退 退 × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

6
埼玉県西部地域まちづくり協議会構
成市による公の施設の相互利用のた
めの関係条例の整備に関する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

13 水道事業給水条例及び下水道条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ 退

15 広瀬小学童保育室分室の指定管理者の指定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ 〇

16 公の施設の相互利用に関する協議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

17 30年度一般会計補正予算（第5号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ 〇

23 31年度一般会計予算 ○
討 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ×

討 × ×
討 × ○ ○ × × ○ ×

27 31年度水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 31年度下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × ○ ×
討

※会派名は採決時のものです。
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オ
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◆平成31年度 一般会計予算
議案に賛成･反対します討 論
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡ 3月定例会では､16名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。2次元コードから、該当議員の動画へアクセスできます

（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は2年間です）。

（ 9 ） （ 8 ）

◆入曽駅周辺整備事業を契機に交通政策の充実を
①入曽駅は、周辺道路がせまい、ロータリーがな
い、路線バスの乗り入れがほとんどないなどの
理由から不便だと考えるが利用者からの声は。
②バス路線の新設など、交通政策を新たに検討
していく必要があると考えるが、市の見解は。
③入曽駅周辺の利便性の向上、入曽駅を拠点と
した交通政策の推進について、市長の所信は。

◆高齢者や障害者に対する十分な配慮が必要
　第７投票所の旧東中学校体育館は、新狭山小
学校に変更されるが、校内の投票場所や駐車場
など、投票所の詳細は。
選挙管理委員長 投票場所は、校舎１階多目的ホ
ールを予定し、スロープを設けて段差を解消す
る。駐車場は、職員用玄関前に８台(障害者用含
む)と門の左側に18台程度とし、警備員３名を配

◆保育所及び学童保育室の待機児童の現状
①近年の施設の拡大・増設などの実績は。
②平成31年４月時点の待機児童の見込みは。
福祉こども部長 ①28年度に認定こども園と地
域型保育事業所がそれぞれ１カ所整備され、29
年度当初の定員が109人増加した。また、29年
度には地域型保育事業所が２カ所整備され、30
年度当初の定員が37人増加した。さらに、30年

◆住民調査では公民館を含む複合施設を
　榎団地跡地の活用方法について、住民団体に
よるアンケートの結果、コミュニティ施設など
を希望する声があったが、市の見解は。
都市建設部長 当該アンケートの目的や実施方
法、その結果について詳細を把握していないの
で、現時点で市の見解を示すことはできない。

都市建設部長 ①路線バスは、現行の入曽駅と新
狭山駅を結ぶ路線の増便や、入曽駅と駅から離
れた住宅地を結ぶ路線や入曽駅と入間市方面を
結ぶ路線などの新設の要望がある。また、入曽駅
を起終点とする市内循環バス茶の花号のルート
の拡大や増便などの要望が以前からある。
②入曽駅周辺整備事業の進捗に合わせ、路線の
新設や既存路線の増便など、バス事業者と協議
していく。
市民部長 ②市内循環バス茶の花号の運行時間
の延長は、コース全体の利用動向を調査し、運行
ルートなどの更なる見直しの必要性を含め、検
討していきたいと考えている。
市長 ③複合型商業施設の立地に併せ、バス路線
の新設や、既存バス路線の増便などをバス事業
者に要望するとともに、入曽駅周辺整備事業を
契機に、入曽地域全体にも目を向けて、交通アク
セスを強化し、利便性の向上を図っていく。

置する。また、旧東中学校に誤って投票に来られ
た方に、新たな投票所である新狭山小学校を案
内するため、旧東中学校にも警備員１名を配置
する予定である。

◆企業・工場立地に対し許可権者である市長は
　適正な判断を
　都市計画法第29条第１項に、「都市計画区域
又は準都市計画区域内において開発行為をしよ
うとする者は、あらかじめ、国土交通省令で定め
るところにより、都道府県知事の許可を受けな
ければならない。ただし、次に掲げる開発行為に
ついては、この限りでない。」と示されている。開
発行為の除外規定に該当は無いとの答弁だが、
東中学校跡地の開発行為は埼玉県知事の許可を
受けるのか。
環境経済部長 埼玉県から狭山市に開発許可の
権限が移譲されていることから、狭山市長の許
可を受ける必要がある。

度には認可保育所１カ所が整備されるととも
に、事業所内保育施設により10人の地域枠が確
保され、31年度当初の定員が100人増加した。
これにより、31年４月の総定員数は、当初の計
画と比較し133人増の2,366人となる予定。
②50人を下回るものと考えている。

◆早期の待機児童解消に向けて
　待機児童が解消される時期の見込みは。
福祉こども部長 31年度中に保育所２カ所と地
域型保育事業所１カ所の整備を予定しており、
新たに約200名の定員を確保できる見込みであ
り、32年度当初には待機児童の解消が図られる
見通しである。しかし、定員を上回る園児の受け
入れの状況や年度途中からの入所希望に対する
受け入れ枠を確保するには至っておらず、また、
今後の保育需要の増加を考慮すると、保育所の
更なる整備拡充は必要と考えている。

◆広瀬、水富両公民館の今後の方針
　両公民館を残すべきと考えるが、市の方針は。
総合政策部長 公共施設等総合管理計画や、これ
に基づく公共施設再編計画では、広瀬公民館と
水富公民館は機能を集約して、地域の拠点施設
とすることが位置づけられているが、実施時期
は平成40年度以降となっている。

◆入間基地工事現場からＰＣＢ、ベンゼンなどが
　市民の安全のためにどのような対策が取られ
ているか。
総合政策部長 防衛省北関東防衛局からは埼玉
県の関係部署と協議を行い、発見されたドラム
缶から内容物が漏れることがないように、オー
バーパックの措置をとり、さらにその上からビ
ニールシートで覆い、適切に保管しているとの
説明を受けている。また、本市も現地を確認し、
その際、防衛省北関東防衛局から保管状況につ
いて改めて説明を受けた。

録画配信の
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録画配信の
２次元コード

録画配信の
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土方　隆司（新政みらい）金子　広和（創造）

内藤　光雄（新政みらい）猪股　嘉直（日本共産党）

入曽駅周辺整備と交通政策歩いて検証したが徒歩での投票は大変厳しく、再考すべき

待機児童の解消で、人口減少にストップ！市営住宅榎団地跡地に公民館を含むコミュニティ施設建設を

その他のテーマ▶入管法改正に伴う狭山市への影響

その他のテーマ▶転入促進施策として有効な『親元同居・近居支援補助金制度』の継続・拡大を！
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡ 3月定例会では､16名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。2次元コードから、該当議員の動画へアクセスできます

（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は2年間です）。

（ 11 ） （ 10 ）

◆入曽公民館利用団体の最も多い年齢構成は
　アンケート調査の回答で、入曽公民館利用団
体の最も多い年齢構成と男女の構成比は。
市民部長 70歳代で構成される団体が約54％、
女性のみの団体が約31％とそれぞれ最も多い。

◆施設の正式名称は。いつ頃に決まるのか
　入曽地区地域交流施設(仮称)の正式名称は。

◆公園を市民協働の発表の場に！
①公園に関する苦情・要望・意見の管理と情報の
共有はどのように行っているのか。
②公園内での飲食店の臨時出店、民間事業者の
イベントを許可する考えは。
③公園に市民の視点を取り入れるには。
都市建設部長 ①児童がボールを追いかけて飛

◆活用についての現状
　災害時要援護者名簿の策定状況と自治会との
協定状況は。
危機管理監 災害時要援護者の対象は、高齢者
世帯や障害者など、自力で自宅の外へ避難す
ることが困難な方で、平成29年12月現在１万

◆住み慣れた地域で暮らす
　住み慣れた地域で安心して暮らせるための介
護保険サービス以外の支援の内容は。
長寿健康部長 ひとり暮らし高齢者等に対して
の緊急通報サービスの提供や、認知症のひとり
歩き高齢者に対しての位置情報サービスの提供
及び安心シールの交付、軽費老人ホームの短期
利用に対する助成金の支給や、家族介護者に対

また、いつ頃、正式に決まるのか。
市民部長 「地域交流センター」とする方向で、検
討を進めている。「狭山市立公民館・狭山市地区
センターの狭山市地域交流施設（仮称）への再編
に関する計画」を市議会などへ提示し、意見など
を聴取した上で名称の案を決定し、地域交流施
設の条例案を、平成31年12月議会に提出して、
議決を得て正式に決定することになる。

◆カフェコーナーについて
　カフェコーナーの運営事業者の形態は。また、
調理室のような貸室とは異なるのか。
市民部長 地域住民や地域の各種団体が主体的
に運営することのほうが目的にかなっていると
も考えられるが、入曽地区地域交流施設（仮称）
整備推進委員会の中で協議していきたい。また、
市が運営事業者に対して行政財産の使用許可の
方法により場所を貸すもので、地域住民の利用
に供する貸室とは位置づけが異なる。

8,630名。このうち、自ら名簿への登載を希望さ
れた方は9,493名である。災害時要援護者の避難
支援体制づくりに関する協定を締結している
自治会は、現在121の自治会のうち、66の自治
会であり、名簿に登載された方のうち、自治会へ
名簿情報が提供されている方の割合は、約６割
である。

◆救急医療情報キットとの連携
　より多くの方の協力を得るために、救急医療
情報キットの仕組みと連携した名簿の活用を。
危機管理監 救急医療情報キットは、緊急連絡先
や医療情報を入れた専用の容器を、平常時から
冷蔵庫に保管し、災害時には避難支援者などに
情報を活用してもらえることから、名簿の活用
を促進する方法の１つとして有効であると認識
するが、個別避難支援計画書の作成と同様に、あ
らかじめ避難支援者と顔の見える関係をつくっ
ておく必要があることも含め、検討していく。

する手当の支給などを実施している。

◆ニーズ調査から見えた課題
　介護予防・日常生活圏域ニーズ調査によって
見えた課題と、その解決に向けた取り組みは。
長寿健康部長 社会からの孤立の防止とともに、
身の回りの簡単な生活支援が必要な方が増え、
そのニーズも高まっていくものと見られ、第２
層の協議体活動の充実を図るとともに、いきい
き百歳体操の拡充などに取り組んでいく。

◆地域での共助の取り組み
　生活支援コーディネーターの役割と人員の配
置はどのようになっているか。
長寿健康部長 サービスの提供体制の構築に向
けたネットワークづくりや生活支援の担い手の
養成などの役割を担うもので、市内全域を対象
とする第１層協議体に１名を配置している。

び出すことが危険であるとの苦情や、公園内の
高木の育ち過ぎた枝葉の剪

せんてい

定に関する樹木管理
についてなどの要望がある。これらの苦情や要
望については、公園管理台帳システムで管理し、
情報の共有を図っている。
②都市公園内での行為には狭山市都市公園条
例に基づく制限があり、小規模な公園について
も条例に準じて制限があるが、公益性が高い団
体が主催するイベントの中で、民間事業者が飲
食店を出店したりイベントを行うことについて
は、許可をしている事例もある。今後も条例に従
って、個々に内容を精査し、許可の是非を判断し
ていくことになる。
③現在、市民から市に対する意見や提案を聴取
する「私の提案」制度などを通じて、公園利用に
関しても多くの意見や要望を聴取しているが、
改めてアンケート調査などを実施することも有
意義なものと考えられることから、今後検討し
ていきたいと考えている。　
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協議体とは
　関係者が地域の課題や地
域づくりの方向性を話し合
い・共有し、生活支援のため
の活動やサービスをつくる
協働の場。市域全体を担当
する第１層協議体、日常生
活圏域程度の範囲を担当す
る第２層協議体がある。

三浦　和也（創政会）笹本　英輔（創政会）

大沢　えみ子（日本共産党）千葉　良秋（創政会）

まちづくり拠点施設を求める声が地域交流施設に繋
つな

がった公園で楽しく進めよう！市民協働！

災害時要援護者名簿の積極的活用を高齢者福祉の充実と財源の確保

その他のテーマ▶老人福祉センターの充実その他のテーマ▶地域包括ケアシステムの構築 ▶狭山市高齢者福祉計画における基本方針



こ
こ
に
掲
載
し
て
い
な
い
一
般
質
問
の
質
問
と
答
弁
の
概
要
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
れ
な
い
方
に
は
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
届
け
し
ま
す
の
で
、議
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　
　

☎
０
４
‐
２
９
５
３
‐
１
１
１
１ 

内
線
３
３
１
３

一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡ 3月定例会では､16名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。2次元コードから、該当議員の動画へアクセスできます

（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は2年間です）。

（ 13 ） （ 12 ）

◆入曽地区防災計画の今後の取り組み
　入曽地区防災計画において、大地震を想定し
た対策の今後の取り組みは。
危機管理監 入曽地区防災計画実行委員会で、地
域防災力の向上や災害時における対応力の強化
を実現するため、まずは風水害を想定した具体
的な取り組みを取りまとめ、自主防災組織の拡
充を図っていくが、地震を想定した取り組みの
検討も必要であるとの意見もあり、今後、協議さ
れていくと考える。

◆防犯まちづくりのポイントと防犯カメラの意義
①犯罪を起こりにくくする「防犯まちづくり」の
ポイントは。
②地域で防犯カメラを活

い

かす取り組みは。

◆民営化された場合の問題点を洗い出し、充分
　な議論の上に進めていくべきでは
①周辺住民や利用者への説明会の実施状況とそ
の時の反響は。
②健康増進施設としてサピオ稲荷山が果たして
きた役割をどのように受け止めているのか。
長寿健康部長 ①平成29年８月と11月に説明を
行っているが、このうち、上諏訪自治会では、サ

◆インフルエンザ予防接種事業の拡充を
　小・中学生に対してもインフルエンザ予防接
種の費用の助成を要望するが、市の見解は。
長寿健康部長 法律上、任意の接種に分類される
ため、感染の規模が社会経済に甚大な影響を与
えるような場合を除き、公費による助成の対象
外である。しかし、例年猛威を奮う状況にあり、
学年閉鎖などにより学校運営にも支障が生じて

◆地域ケア体制のさらなる充実強化を望む
①高齢者福祉をはじめ福祉部門全般にかかわる
支援体制をアウトリーチによる支援を重点にす
べきと考えるが、見解は。
②地域における高齢者の相談窓口としてかなり
周知徹底されてきた地域包括支援センターの支
援対象枠の拡大による機能の強化が必要だと考
えるが見解は。

市民部長 ①住みなれた地域を防犯の視点から
改めて見直しする。ふだんでも薄暗い場所や、あ
まり人目につかない場所などを検証し、犯罪が
起きやすいような場所には、樹木の剪

せんてい

定など見
通しの確保や防犯灯の点灯などの必要な対策を
講じて、地域ぐるみで犯罪の起きにくい環境を
つくることが重要である。
②今後、技術革新が進み、人工知能を組み合わせ
ることで、犯罪の防止や地域の安全確保の観点
からだけでなく、市民生活の利便性の向上から
も、防犯カメラを活かす取り組みの調査研究を
する。

ピオ稲荷山の収支や耐用年数などに関する質問
とともに、稲荷山環境センターと関連した意見
が出され、また、鵜ノ木の第二自治会及び第三自
治会では、サピオ稲荷山の老朽化などに関する
質問とともに、鵜ノ木自治会で運営している売
店に関連した意見などが出されている。なお、こ
れらの説明会は、サピオ稲荷山を民営化すると
の方針を示す前に開催したものである。
②サピオ稲荷山は、稲荷山公園駅に近接する立
地特性を生かし、近隣他市の住民を含めて多く
の方々に利用され、気軽に健康増進ができる公
共施設として親しまれてきた。しかし、開館から
21年が経過し、施設や設備の老朽化が進むとと
もに、利用者の半数以上が市外の住民であるこ
と、また、近隣において民間による類似施設が多
数運営されている現状を踏まえると、サピオ稲
荷山をこれまでどおり公共施設として運営して
いくことの必要性は薄れてきているものと受け
とめている。

いる場合もあるため、今後は助成を検討する必
要もあるのではないかと考えている。

◆骨粗しょう症検診・骨折予防教室を利用しや
　すく
①骨粗しょう症検診・骨折予防教室の実績は。
②骨折予防教室の開催日を増やすことや、土日
など受講しやすい環境を作ることの検討は。
長寿健康部長 ①平成30年度の実績として、骨
粗しょう症検診は、10月に実施し、３日間で343
人が受診。骨折予防教室も10月に２日間を１コー
スとして実施し、実人数では52人が受講した。
②広報紙などで受講の案内を行っているが、定
員に達していない状況のため、現時点では、平日
の開催日をふやしても受講者の増加は望めない
ものと考えている。なお、土日の開催について
は、今後、教室の参加者へのアンケート調査の中
で意見を聞いていきたいと思う。

長寿健康部長 ①アウトリーチが必要な支援の
対象者は、精神的な問題や生活困窮などを抱え、
自ら支援を求めることができず、潜在的な支援
のニーズが放置されたまま、何らの支援にもつ
ながらないような方である。既存の福祉制度や
サービスの枠にとらわれず、トータル的なサポ
ートの考えに立った、アウトリーチによる支援
が重要になってくるものと考える。
②厚生労働省において進められている「地域共
生社会」の取り組みは、高齢者、障害者、生活困窮
者、子どもなどの各福祉制度の狭間にある課題
の解決に向け、地域力を強化することを目的と
しているもので、実現に向けた法改正などが順
次進められている。本市も、トータルサポート推
進室を設置し、課題の解決に向けた取り組みを
進めているが、さらなる強化に向けて、全世代対
応型の地域包括支援センターの設置を今後、研
究していく。
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齋藤　誠（公明党）町田　昌弘（創造） 

綿貫　伸子（公明党）加賀谷　勉（公明党） 

地域の防災・減災対策と防犯対策で地域力の向上を！このままでいいのか　サピオ稲荷山の民営化

インフルエンザ予防接種費用を小中学生にも助成を高齢者福祉のさらなる充実・強化を望む

その他のテーマ▶国の風疹対策の方針と市の対応は ▶受動喫煙防止対策の強化※アウトリーチ・・・「手を差し伸べる」という意味で、対象者のいる場所を訪問し、積極的に働きかけていくこと。
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一 般 質 問一 般 質 問そこが聞きたい ! ! 　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を市政に
届けるものです｡ 3月定例会では､16名の議員が一般質問を行いました｡ここでは､質問と答弁の一部をご紹介
します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡  【インターネット録画配信もご覧ください】一般質問のようすは、インターネット録画配信をしています。2次元コードから、該当議員の動画へアクセスできます

（パソコンやスマートフォンで視聴できます。閲覧可能期間は2年間です）。

（ 15 ） （ 14 ）

◆ひとり歩き高齢者のための取り組み
①以前より質問しているが、ひとり歩き高齢者
声掛け訓練実施の検討状況は。
②早期発見の新たなシステムとして導入を要望
した安心シールの、現在までの活用状況は。　
長寿健康部長 ①これまでに所沢市、入間市の訓
練を視察し、今年度は所沢市で行われた訓練に、
実行委員として参加した。来年度に向けては、社

◆現場労働者の賃金確保と実態調査を
①設計労務単価と実際の賃金の上昇率には大き
な乖

かい

離
り

があるが、どのように捉えているか。
②建設労働者の賃金状況を把握するべきでは。
総務部長 ①公共工事設計労務単価は、公共事業
に従事する建設労働者の労働市場の実勢価格を
適切、迅速に反映したもので、平成25年度以降、
社会保険の加入徹底の観点から必要な法定福利

◆子どもの健康診断
　保健センターで行っている１歳６か月、３歳
児健診を地元の病院・医院で休日に行えないか。
長寿健康部長 利便性が高まるといった利点は
あるが、保健師や管理栄養士など、多職種が一堂
に会する現在の実施方法が、乳幼児の健康診査
の目的達成のためには効果的であることから、
今後も現在の方法を継続していきたい。

◆入曽駅周辺整備は西口側にも活性化を
①現状、請願駅としての駅舎と東西自由通路の
位置づけに変更は。
②さらに東西自由通路の価値を上げる入曽駅西
口の発展に寄与するような手立てなどは。　　
都市建設部長 ①基本計画の変更により土地区
画整理事業の区域に変更が生じたが、駅東西の
駅前広場などの整備計画に変更はなく、橋上駅

会福祉協議会などと連携して実施し、本市独自
の効果的な実施方法を検討していきたいと考え
ている。
②平成31年２月末現在で10名から申請があり、
31年度は30名分を見込んでいる。また、今後声
かけ訓練を実施する際にも、安心シールを活用
するなど、より一層の周知を図っていきたい。

◆首都直下地震や南海トラフ地震発生時の対応
　発災した場合、当市の壊滅的な被害は想定さ
れていないが、食糧などの不足が懸念されるた
め、備蓄の啓発と、市民や企業の備蓄状況の把握
が肝要だと考えるが現状は。
危機管理監 市民へのアンケート調査から、全国
平均を上回る半数以上の割合で備蓄しているこ
とや、企業へのアンケート調査から、半数近くの
企業が備蓄していることを把握している。今後
も、備蓄について啓発していく。

費相当額も含まれている。これに対し、建設業
は、多岐にわたる業種や多様な雇用形態に見ら
れるように、構造が複雑である。なかでも下請け
が重層化しすぎると、各段階で経費が発生し、技
能労働者に適正な賃金が支払われないことがあ
る。これにより労務単価と支払賃金に乖離が発
生しているものと認識する。
②公共工事に従事する労働者への賃金の支払い
は、法令や受注業者と労働者との間の雇用契約
によるものが基本となることから、調査を実施
する予定はない。

◆建設業退職金共済制度
　同じ公共工事なのにも関わらず共済証紙が貼
付されない状況があるが、見解は。
総務部長 建設業退職金共済制度への加入は任
意であり、一部の事業者が制度に加入していな
い。制度の普及に努め、労働者に適正に共済証紙
が貼付されるよう指導していく。

◆教育費を減らす工夫は
　学用品、中学校制服、部活動用品、給食費、学童
保育費など、学校教育費の負担削減をしてほし
いが、見解は。
学校教育部長 すべての世帯に対し負担軽減を
図ることは難しい。要保護世帯及び準要保護世
帯の児童生徒への新入学児童生徒学用品費、給
食費は、負担軽減を図っており、給食費は全額支
給している。また、学童保育室の保育料も、所得
に応じて負担軽減を図っている。なお、部活動用
品費は、就学援助等の対象から除外しているが、
平成31年度から、卒業アルバム代等を対象とす
るために必要な予算を計上した。

◆水富地区の学校統廃合
　水富小学校を廃校にする予定があるのか。
教育長 今後設置される検討組織で水富地区の
小学校３校の方向性を決めていくことになる。

舎と東西自由通路の計画上の位置づけにも変更
はない。
②入曽駅周辺整備事業により駅前広場を整備す
るとともに、市道Ｂ第313号線を拡幅すること
により、西口のアクセスの向上が図られる。将来
的には南方面からの道路整備や、西口後背地と
なる入間市方面区域に土地利用の活性化などが
必要と考えられる。

◆有料橋の周辺道路への車の流入の課題は
　前田通りなど迂

う

回
かい

路の状況と交通安全対策は
どのような状況にあるか。
都市建設部長 いるまがわ大橋開通以降、特に朝
夕は迂回路として利用するために、これにつな
がる市道の通行量は増加している。
　交通安全対策として、速度抑制のための路面
標示や注意看板、横断幕などを設置し、事故防止
に努めている。
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矢馳　一郎（無所属）　望月　高志（日本共産党）

高橋ブラクソン久美子（無所属）西塚　和音（創造）

認知症患者や家族が安心して暮らしていけるまちづくりまちづくりの要になる建設職人の処遇改善を

子どもたちが健やかで豊かに育つ狭山市であってほしい事業区域の縮小に伴い入曽駅周辺整備事業に変更はないのか

その他のテーマ▶ 女性・ひとり親支援 ▶下水道市街化調整区域整備事業 ▶電子行政化その他のテーマ▶東京五輪に向け公衆無線LANの環境は十分か ▶森林の必要性▶くぬぎ山の現状と保全の考え

その他のテーマ▶狭山市版災害派遣チームの創設 ▶東中跡地利用の関係者への説明状況
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広
報
委
員
会

６月10日(月)　開会、議案説明
６月12日(水)　議案質疑
　　13日(木)・14日(金)　常任委員会
　　18日(火)～20日(木)　一般質問
　　26日(水)　委員長報告、採決、閉会

　狭山市議会では、「市民にわかりやすい議会」「開かれた議会」を目
指し、狭山市の将来を担う小学生対象の議会体験プログラム、被災者
支援の募金活動など”オール議会”で活動してまいりました。
　これからも、市民の皆様と市議会をつなぐ架け橋として、よりわか
りやすい議会情報をお伝えできるよう取り組んでまいります。

市議会を傍聴しませんか市議会を傍聴しませんか
　狭山市議会は、本会議・委員会とも、どな
たでも傍聴ができます。小さなお子さん連
れの方も入場できますので、ぜひ、お越しく
ださい。また、手話通訳や要約筆記の派遣を
ご希望の方は、事前に議会事務局へお問い
合わせください。

狭山市議会をパソコンで！スマートフォンで！

インターネット配信をご覧くださいインターネット配信をご覧ください
http://www.city.sayama.saitama.jp/gikai/
市議会トップページ⇒右側の動画配信ボタンをクリック⇒左側の配信メニューを選択 狭山市議会 検索

　市政に関することで、市議会に意見や要望を
提出する制度として、請願と陳情があります。
・請願とは・・・紹介議員が２名以上必要で、委員
会で審査された後、本会議で採決されます。
・陳情とは・・・紹介議員は必要ありません。陳情
は、原則として全議員に配付されます。

請願書
件名

紹介議員　○○○印
紹介議員　○○○印

１件名(内容をはっきりと記載)
２請願の趣旨
　　要旨(内容を簡単に)
　　理由(内容と理由を詳しく)

上記のとおり請願します。
　　　○年○月○日
　請願者　住所○○○○○○○
　　　　　氏名○○○○　印
　　　　　　　　ほか　○名

　狭山市議会議長　○○○○

※署名した場合、押印は不要
　詳しくは、狭山市議会公式ホームページをご覧くだ
さい。様式のダウンロードもできます。
　提出時期により、定例会で取り上げる時期が異なり
ます。詳しくは議会事務局へお問い合わせください。

（表　紙） （本　文）
請願書の様式（用紙はＡ４）

委 員 長
副委員長
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員
委 員

千 葉 　 良 秋
三 浦 　 和 也
西 塚 　 和 音
矢 馳 　 一 郎
土 方 　 隆 司
綿 貫 　 伸 子
大 沢 え み 子
中 村 　 正 義

次号の議会だよりは８月９日発行

６月定例会の予定６月定例会の予定

表紙の写真 　市民との架け橋として、次の時代へ

基地対策特別委員会　要望書を提出

　２月６日、基地対策特別委員会は、小中学校
の卒業式や入学式の際に、緊急時を除き飛行訓
練などを行わないよう、市長との連名で、入間基
地司令あてに要望書を提出しました。

ご存じですか？

請願と陳情のこと

お知らせ　矢馳一郎氏が、３月28日に市議会議員
を辞職しました。
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